
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 昆虫から学ぶ麻績村の自然再発見事業「おみごと！昆虫プロジェクト」 

事業主体 

（連絡先） 

麻績村の自然を愛する会事務局 

電話 080-2274-8547 メール konam:3de@gmail.com 

事業区分 5,環境保全、景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 487,642 円      （うち支援金： 379,000 円） 

 

 

① 村民の環境保全意識の醸成 

② 幅広い年齢層の村民の参加 

③ 村外からの観光客増加 

④ 村民交流の活性化 

※自己評価【 B 】 

【理由】観察会は概ね予定通りで

滞りなく進み目的も達成できた

が、参加者が思うように伸びず予

想を上回る効果は得られなかっ

た。しかしリピーターは増え、村

民から認知されたと思われる。 

【第 2 回目観察会風景】 

 

 【目標・ねらい】 

 

全 3 回の観察会を実施。各回の参加者は以下の通り。 

第 1 回参加者 36 名  5 月 19 日 

第 2 回参加者 16 名  8 月 25 日 

第 3 回参加者 15 名  10 月 13 日 

① 村内外から数多くの参加者があり、麻績村の自然環

境を知り、保全活動意識の醸成が行えたといえる。 

② 参加年齢層も幼児～高齢者と幅広く、世代間交流の

場となった。 

③ 松本市、安曇野市、大町市よりお越しいただき、筑

北村からも初めて参加いただき、来年度以降の観光

客増加も十分狙えるものとなった。 

④ 運営・参加者共に十分な交流を図ることができた。 

麻績村の豊かな自然を守り伝えていくために「昆虫から

学ぶ麻績村の再発見事業、おみごと！昆虫プロジェク

ト」を実施した。 

 麻績村の自然環境保全の意識の醸成を図るために麻

績村ならではの自然や生物を題目とした観察会を全３

回実施し、いずれも好評であった。 

参加者については幅広い年齢層が楽しめるように毎

回講師を呼び、分かり易く専門性のある観察会を行っ

た。また、ボランティアも募り村民の交流も図った。 

広報はチラシ、ポスター掲示、新聞等への掲載 SNS

などを用い筑北村にも活動を周知した。また筑北村の小

学校にもチラシを配布した。 

今後も事業を継続することで村民の自然環境保全に対する意識の醸成を図る。また、広報活動を

強化し、今年度以上に村外の参加者を募集し観光客の増加も狙う。 

今年度は晴天に恵まれたが、村行事や子供達のクラブ活動と日程が重なったりして対応に苦慮し

たためもっと参加者に楽しんでもらえるようなプログラムを展開し、リピーターをもっと獲得で

きるようレベルの高い講座になる様努力する。 

今後はリピーターを獲得できるようレベルの高い講座になる様尽力する。 


